
『 すばやく対応 』
✓軽量2.0㎏で女性でも持ち運び可能

✓収納袋がそのままバケツに変身

✓現場で展開しやすい構造

『 すばやく冷やす 』
✓水を注入して冷却対応を行う構造

✓冷却対応を想定した構造設計

✓水を用いた運用を想定

『 すばやく搬送 』
✓担架機能一体型で移し替え不要

✓排水ファスナー開放で一気に水を排水

✓現場から搬送への移行を想定した構造

現場対応と搬送補助を支援する救護用資材

「暑熱環境下の救護現場では、
速やかな初動対応が重要です」

Patent pending
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Registration of design特許出願中
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収納袋熱中症救護袋 バケツ

収納袋をバケツとして利用可能

ナインバード株式会社

〒542-0081 大阪市中央区南船場3-11-18 OsakaMetro心斎橋ビル
TEL 06(7777)1550 FAX 06(7777)1545
〒105-0013 東京都港区浜松町2-5-3 LIBPORT浜松町
TEL 03(6403)1898  FAX 03(6403)1899

総販売元 販売店

熱中症対処方法
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暑熱化の救護では、速やかな初動対応が求められます
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症状改善

意識障害の有無

・応答が鈍い
・言動がおかしい
・意識がない

熱中症救護袋の活用

熱中症救護袋を用意

担架機能を活用して
安全で涼しい場所へ移動

罹患者を救護袋に収納

水道水で冷却開始

10～15分(最大30分)を目安に足元から排水します。
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救助隊を要請

涼しい場所へ避難

脱衣と冷却

医療機関へ搬送

医療機関の受診が救急要請かで迷った場合
救急安心センター（＃ 7119 ）または、
小児救急電話（＃ 8000 ）をご利用下さい。
適切なアドバイスをいただけます。

スポーツドリンクを渡す時
キャップは自分で開けさせましょう。
自力で開けられない時は、熱中症の可能性があると判断出来ます。

水分・塩分の補給について

塩分(電解質)は、体内の水分バランスを調整し、血液循環を維持す
るために必要 です。

着衣について
熱中症救護袋をご使用の際は 、 現場での運用を考慮し、着衣のまま
でも使用しやすい構造です 。 熱中症の症状が現れている場合、無理
に服を脱がせると体勢が崩れたり、転倒の危険性があります。熱中
症は一刻も争うため、そのまま熱中症救護袋に入って頂く様にお願
い致します。

「 45.6分」と言う経過時間
救急車による傷病者搬送の全国平均時間は「 45.6分」とされてい
ます。 初動対応の重要性は広く指摘されています 。

『 必要に応じて救急要請の対応を行ってください 』

『 必要に応じて救急要請の対応を行ってください 』

症状改善の
有無

新しい取り組み

・商品名 熱中症救護袋
・型番 NB-001
・使用サイズ 1960×580×300
㎜
・収納サイズ 700×550×60㎜

・重量 2.0㎏
・材質 ナイロン PVC
・必要水量 80ℓ～130ℓ
・耐荷重 100㎏

※製品仕様は、仕様改善のため変更する事がございます。
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